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                                                  創立１５０周年 
 

                                               　　　 ～風は南から～ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読書っぱい・あいさついっぱい・笑顔いっぱい

「南小だからこそできる　一人一人を大切にする教育」http://www.edu-kanoya.net/edu/minami_es/ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　堀川　博治 

  保護者及び地域の皆様，新年明けましておめでとうございます。旧年中は，創立１５０周年記

念行事を始めとする本校の教育活動並びに学校行事等に格別の御理解と御支援をいただき，誠に

ありがとうございました。いよいよ２０２４年（辰年）がスタートしました。 

　新年早々に北陸地方では，突然の能登半島地震が発生し，犠牲となられた方々，今なお安否不

明な方が大勢いらっしゃいます。また，避難所や車中，ビニールハウスなど極寒の中での避難生

活を余儀なくされていらっしゃる方々も大勢いらっしゃいます。犠牲者の方々の御冥福をお祈り

申し上げるとともに，被災された方々，関係者の皆様に深くお見舞い申し上げたいと思います。

被災地から遠く離れた地で暮らす我々も，今回の災害を自分事として考え，今日いまこの時，生

かされている自分があること，全員が揃い無事に３学期を迎えられたことは，けして当たり前の

ことではなく，一日一日を感謝の気持ちを持って最善に生きる使命があることを改めて痛感させ

られました。 

　さて南町では，１３日に町内の無病息災・五穀豊穣などを願って子ども会育成会主催による鬼

火焚きが実施されました。新春に多くの町民の皆様が老若男女集うよい機会となり，子どもたち

も神秘的な炎に心を洗われ，今年一年をどんな一年にするのか様々な思いが巡った様子でした。 

  今年の干支は，「辰（たつ）」で，光が降り注ぎ，生命や物事が成長し，活力が旺盛になること

を意味するそうです。辰年は陽の気が動いて万物が振動するので，活力旺盛になって大きく成長

し形がととのう年だとも言われています。子供たちにとって，活気に満ちあふれた大きな成長が

たくさん見られる年になることを願っています。 

　９日の始業式では，３学期はまとめの学期，次の学年に向けての準備の学期であること，この

メンバーで過ごすことができるのは，一生の中でたった５５日だけであること，一日一日を大切

に過ごして心のたすきをつないでいこうと子どもたちに話をしました。５５日間（６年生は５４

日間）の短い時間の中で，みんなで仲よく力を合わせて最高の思い出をつくっていってほしいと

思います。 

　今年も「地域に根ざした　南小だからこそできる　一人一人を大切にする教育」のコンセプト

のもと，本校児童が有終の美を飾り，来年度につないでいけるよう，これまで同様「協働チーム

南小」で取り組んでまいります。本校教育活動への御理解と御支援を引き続きどうぞよろしくお

願いいたします。 

　
　
　
  
 
 



ＰＴＡの方々によって今年も立派な門松ができま

した。子どもたちも正門の清掃や小さな門松作りを

頑張りました。

入選おめでとう

    
 
 
 
 

                     
                                     　

 
 
 
 

 
   
　  みなさん　御協力

  ありがとうございました
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※  森田フエ子様より見守りの子どもたちに折り紙を頂きました。ありがとうございました。

 　　　　ＰＴＡ門松作り 12/17

共通実践事項アンケートから　12月実施 

学校運営協議会 11/28

　６名の委員の方々が出席され，南小の学校経営について

話し合って下さいました。そして，次のような貴重な御意

 見をいただきました。

 ・　先生方の残業時間はどうなっていますか。

・  校舎外の環境が綺麗になっている。校舎内清掃も子ど

 　もたちも少ないが頑張ってほしい。

・  敬老会への学校と育成会の連携が必要ではないか。

・　お手伝いへの取組が良いようだ。  
 　なお，当日は給食の試食もしていただきました。

 　保護者の皆様に２学期の共通実践事項アンケートを 　また，お子さんは英語の授業が好きですかという

 書いていただきましたが，その中で１学期より良かっ 質問の結果は次の通りです。

 た項目を◎，評価が下がった項目を●で紹介します。   ①　思う　　　　　　　　 　（16 ／ 22  ）

  ◎　家族で助け合うお手伝い（3.5　＋ 0.12  ）   ②　どちらかというと思う　　（4 ／ 22  ）

  ◎　休日に親子で体力つくり（3.6　＋ 0.2  ） 　③　どちらかというと思わない（0 ／ 22  ）

  ◎　バランスのよい食事（3.5　＋ 0.1  ） 　④　思わない　　　　　　　　（0 ／ 22  ）

  ●　聞き合い音読　　　   ⑤  無回答　　　　　　　　　（2 ／ 22  ）

～ 南小学校からのお願い ～ 

 　南小学校では，地域の皆様のご協力のもと，子どもたちの放課後見守り活動を行っていただいております。 

令和６年度も引き続き，地域の皆様方による見守り活動を続けたいと考えています。そこで，「一か月のうち， 

１回は子どもたちの見守り活動をしてもよい。」という，活動に賛同してくださる方を募集いたします。 

　活動の内容は，以下の通りです。話だけでも聞かれたい方がいらっしゃいましたら，ご遠慮なく民生委員 

（宮内さん，米盛さん）までお問い合わせください。 

 １　見守り活動日　毎週月～金（長期休業中除く）　 

 ２　見守り時間　　１６：００～１７：３０ 

 ３　見守り場所　　学校の図書室 

 ４　電話連絡先　　４９－２００３（南小学校）担当：教頭　日髙 

※活動に参加してくださる方には，ＰＴＡで保険を掛けさせていただきます。 

 地域のみなさん　  

　 あけましておめでとうございます

 ２学期終業式

□ 鹿児島県作文コンクール　 

  入選　２年　榎原　紺太 

 

□ 鹿屋市美術展ジュニア部門 
  鹿屋市美育協会賞　 

         ４年　上船　蒼恭

 
□  南日本新聞読むのびコンクール

  肝属南日会賞  ６年　神田　結梨


